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■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　　（２３）８７００

た
め
に
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
危

険
箇
所
の
確
認
、
防
災
組
織
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
対
策
、
さ
ら
に
原
発
事
故
に
対

す
る
計
画
策
定
は
急
務
で
あ
り
、
昨
年
11

月
に
「
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
班
」
を
設
置

し
、
今
後
は
組
織
を
よ
り
以
上
に
強
化
し
、

市
民
の
皆
様
の
生
命
財
産
の
保
全
を
図
り

安
全
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
環
境
の
充
実
と
保
護
者
の
負
担

の
軽
減
、
ま
た
保
育
園
民
営
化
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。
保
育
園
か
ら
幼
稚
園
へ
の
転
園

施
策
の
推
進
に
よ
り
、
平
等
な
保
育
を
受

け
る
権
利
の
保
障
を
関
係
者
の
互
助
の
精

神
で
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
ま
す
。
知
育
、

徳
育
、
体
育
を
重
視
し
た
学
校
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
多
様
な
部
活

動
推
進
に
よ
り
、
高
学
年
の
放
課
後
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Ⅲ　

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

円
高
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
勝
ち
残
れ
る
優
良
企
業

の
誘
致
、
定
着
施
策
の
推
進
と
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
育
成
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
場
産
業
の
振
興
を
行
い
、
農
林
業
の
６

次
産
業
化
と
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
観
光
資
源
の

皆
様　

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
大
田
原
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
幸
福
感
の
向
上
の
た
め
、

協
働
の
社
会
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
し

ょ
う
。

Ⅰ　

安
全
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
の
被
害
は
も
と
よ
り
市
庁
舎
を
は

じ
め
多
く
の
公
共
施
設
に
も
甚
大
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
12
・
15
号

は
日
本
各
地
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
、
大

自
然
の
脅
威
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
現
在
も
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
の
復
旧
、

復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
順
調
に
復
旧
も
進

み
平
常
な
日
々
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
の
皆
様
の
自
助

に
加
え
、
自
治
会
や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
の
ご
支
援
＝
共
助
、
そ
し
て
消
防
、

警
察
、
自
治
体
に
よ
る
公
助
に
よ
る
成
果

と
考
え
ま
す
。
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
一

層
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

発
掘
に
よ
る
誘
客
数
の
拡
大
促
進
、
空
き

校
舎
等
公
共
施
設
の
有
効
活
用
等
に
よ
る

雇
用
の
確
保
、
さ
ら
に
は
所
得
の
向
上
等
、

豊
か
な
地
域
経
済
力
向
上
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

Ⅳ　

健
康
で
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
参
加
に
よ
る
地
域
貢
献
か
ら
の
生

き
が
い
創
り
や
多
様
な
経
験
や
特
技
、
趣

味
を
生
か
し
た
生
き
が
い
人
生
の
支
援
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
等
の
整
備
、
軽
運

動
や
歩
け
歩
け
運
動
の
促
進
に
よ
る
健
康

増
進
。
定
期
健
康
診
査
の
促
進
に
よ
り
、
疾

病
の
早
期
発
見
と
重
症
化
の
防
止
。
さ
ら

な
る
福
祉
、
介
護
施
策
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

Ⅴ　

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
皆
様
の
社
会
参

加
の
窓
口
を
広
げ
、
就
労
支
援
に
努
め
る

と
と
も
に
、
生
き
が
い
と
喜
び
づ
く
り
に

積
極
的
に
か
か
わ
り
ま
す
。
住
む
人
は
も

ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
人
々
に
も
優
し
く
も
て

な
す
文
化
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅵ　

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

大
田
原
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
こ

で
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
一
人
一
人
が
輝

き
を
放
ち
、
魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
生
活

が
創
造
で
き
る
活
力
源
に
な
る
文
化
の
高

い
市
民
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
主
人
公
で
す
。
自
助
、

共
助
、
公
助
の
連
携
に
よ
り
、
豊
か
で
活

力
の
あ
る
幸
せ
感
の
高
い
大
田
原
市
を
創

造
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
幸
せ
感
の
高
い
大
田
原
市
の
実
現
を
目
指
し
て

　　　
《
富
国
安
民
》　　　　　　　　　　　
大
田
原
市
長　

津
久
井　

富 

雄

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市長の新春インタビュー放送

市長の新春インタビューがテレビ・ラジオで放送されます。
放送予定日は次のとおりですので、ぜひご覧（お聴き）ください。
市長の新春インタビューがテレビ・ラジオで放送されます。
放送予定日は次のとおりですので、ぜひご覧（お聴き）ください。

栃木放送（ラジオ）　（1530KHz）
番  組  名　「新しい年を迎え　大田原市長に聞く」
本放送日　１月１日（日）　10:00 ～ 10:20
再放送日　１月３日（火）　16:05 ～ 16:25とちぎテレビ　（UHF31、デジタル3）

番  組  名　「２０１２年　わが街発！」
本放送日　１月１日（日）　21:15 ～ 21:45
再放送日　１月２日（月）　10:00 ～ 10:30
　　　※ 上記時間帯の中で約10分間放送されます。

RADIO BERRY（FMラジオ）　（76.4MHz）
番  組  名　「おおたわらハートＦＭ」
放  送  日　１月２日（月）　12:00 ～ 12:49
　　　※ 上記時間帯の中で放送されます。
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昨
年
の
11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）、

埼
玉
県
羽
生
市
の
「
羽
生
水
郷
公
園
」を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
さ
み
っ

と
i
n
羽
生
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
の
交
流
と
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
支
援
す
る
た

め
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
元
気
！
つ
な
が
ろ

う
日
本
！
」の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開
催
さ

れ
た
さ
み
っ
と
に
本
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
与
一
く
ん
」も
参
加
し
、
大
田
原
市
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
参
加
マ
ス
コ
ッ
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
愛
嬌
を
振
り
ま
き
、
記
念
撮
影
に

応
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
か
ら
の

復
興
を
支
援
し
よ
う
と
被
災
地
の
特
産
品

も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
１
７
６
体
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が

参
加
し
、
来
場
者
数
も
２
日
間
で
延
べ
13

万
５
０
０
０
人
と
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

昨
年
９
月
15
日
（
木
）か
ら
11
月
26
日

（
土
）ま
で
の
期
間
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
さ
み
っ

と
協
会
（
滋
賀
県
彦
根
市
）の
主
催
で
「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
１

日
１
票
の
投
票
を
し
、
期
間
中
の
投
票
総

数
を
競
う
グ
ラ
ン
プ
リ
で
し
た
が
、
投
票

総
数
３
３
３
万
票
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

国
内
外
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
３
４
９
体
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
「
与
一
く
ん
」も
75
番
目
で
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
栃
木
県
内
か

ら
は
、
宇
都
宮
市
の
「
ミ
ヤ
リ
ー
」、
佐
野

市
の
「
さ
の
ま
る
」を
含
め
７
体
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
17
万
２
７
９
８

票
を
獲
得
し
た「
与
一
く
ん
」が
県
内
１
位
、

全
国
で
も
４
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

こ
の
大
健
闘
の
結
果
は
、
投
票
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
「
世
帯
」に
対
す
る
支
援
金
給
付
制
度

『
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
』に
つ
い
て

は
広
報
お
お
た
わ
ら
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
基
礎
支
援
金
の
「
申

請
期
間
」に
つ
い
て
延
長
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

①
基
礎
支
援
金

　

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る
基
礎

　

支
援
金
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
解
体
作

　

業
な
ど
の
集
中
に
よ
り
施
工
業
者
の
不

　

足
お
よ
び
業
務
が
遅
延
し
て
い
る
た

　

め
、
次
の
と
お
り
申
請
期
間
を
延
長
し

　

ま
す
。

　

（
変
更
前
）
平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

　

（
変
更
後
）平
成
25
年
４
月
10
日
ま
で

②
加
算
支
援
金

　

災
害
発
生
か
ら
37
月
以
内
（
平
成
26
年

　

４
月
10
日
ま
で
）

※
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

加
算
支
援
金
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

【
制
度
の
概
要
】

○
対
象
と
な
る
方
は
住
宅
の
「
世
帯
主
」で

　

す
。
所
有
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
建
物
は
生
活
し
て
い
る
住

　

宅
で
す
。
納
屋
や
門
、
塀
な
ど
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
と
な
る
被
害
状
況
は
以
下
の
と
お

　

り
で
す
。

１
「
り
災
証
明
書
」に
お
け
る 

り
災
程
度

　

が「
全
壊
」の
世
帯

２
「
り
災
証
明
書
」に
お
け
る 

り
災
程
度

　

が「
大
規
模
半
壊
」の
世
帯

３
「
り
災
証
明
書
」に
お
け
る 

り
災
程
度

　

が「
半
壊
」で
あ
る
が
、
や
む
を
得
ず
解

　

体
し
た「
世
帯
」ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に

　

被
害
が
生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得

　

ず
解
体
し
た「
世
帯
」

●
支
援
金
の
支
給
額

　

支
給
額
は
、
次
の
二
つ
の
支
援
金
の
合

計
額
と
な
り
ま
す
。

①
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）

②
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

支
援
金
（
加
算
支
援
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

対象被災世帯 基礎支援金

※ 世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額
　（例）「大規模半壊」で「補修」の場合
　　（基礎 ) 37 万５千円+ ( 加算 ) 75 万円 = ( 合計 ) 112 万５千円

建設・購入
補修
賃借

建設・購入
補修
賃借

２００万円
１００万円
５０万円
２００万円
１００万円
５０万円

加算支援金 合計

３００万円
２００万円
１５０万円
２５０万円
１５０万円
１００万円

　
１００万円

５０万円

　
住宅が全壊
（１，３の場合）
　
住宅が大規模
半壊
（２の場合）

【 支援金の支給額 】

「
与
一
く
ん
」全
国
４
位
！

愛嬌を振りまく「与一くん」

右：くまモン（熊本県、グランプリ１位）
中：ぐんまちゃん（群馬県、同 18 位）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

申
請
期
間
の
延
長

「
与
一
く
ん
」、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

さ
み
っ
と
i
n
羽
生
に
初
参
加
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第2
4回

　11月23日、過去最高となる４５８８名のエントリーで「第24回大田原
マラソン大会」がスタート。選手たちは日ごろの練習の成果を十分に発揮
して、大田原の自然豊かなコースを軽快に駆け抜けました。

　11月23日、過去最高となる４５８８名のエントリーで「第24回大田原
マラソン大会」がスタート。選手たちは日ごろの練習の成果を十分に発揮
して、大田原の自然豊かなコースを軽快に駆け抜けました。

「私たちが付いてます。安心して走ってください。」国士舘大学ウエルネス・リサーチセンターの皆さん「私たちが付いてます。安心して走ってください。」国士舘大学ウエルネス・リサーチセンターの皆さん まだまだ元気いっぱいまだまだ元気いっぱい

マラソン男子優勝
マイナ ディション カルクワ選手
マラソン男子優勝
マイナ ディション カルクワ選手マラソン女子優勝　赤川香織選手マラソン女子優勝　赤川香織選手

おいしい水で元気 100 倍おいしい水で元気 100 倍

視覚でも楽しませてくれるマラソンコース視覚でも楽しませてくれるマラソンコース

１人で走ってるわけじゃないんです。「おばあちゃん、ありがとう。」１人で走ってるわけじゃないんです。「おばあちゃん、ありがとう。」

さっそうと駆け抜ける 10 キロの部さっそうと駆け抜ける 10 キロの部
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第24回大田原マラソン大会成績一覧

●男子マラソン

●男子29歳以下 ●男子30歳代

●男子50歳代

●男子60歳以上

●女子39歳以下 ●女子40歳以上

●男子40歳代

●女子マラソン

順位

☆１

☆２

☆３

☆４

☆５

選手名

マイナ  ディション  カルクワ

鈴木　伸司

伊藤　達志

浅羽　慶彦

河合　祐介

所　属

愛三工業

愛三工業

ＪＡなすの

トーエネック

柳河精機

記　録

２時間15分09秒

２時間15分29秒

２時間20分01秒

２時間20分44秒

２時間22分24秒

順位

☆１

２

☆３

４

☆５

選手名

赤川　香織

土屋　直子

大内　唯衣

河野　千香

内田　美穂

所　属

スズキ浜松ＡＣ

静岡陸協

ノーリツ

Ｅ-ＲＵＮＮＥＲＳ

上武大学

記　録  

２時間33分38秒

２時間37分15秒

２時間39分06秒

２時間42分44秒

２時間46分31秒

順位

☆１

２

３

４

５

選手名

中田　剛司

山家　　翔

山中　祐人

渡邉　優介

野上　善弘

所　属

柳河精機

黒羽高校教員

足利織姫ＲＣ

日本郵便真岡

小山向野ＪＣ

住所

矢板市

足利市

真岡市

埼玉県

記　録

30分58秒

32分06秒

32分10秒

32分35秒

33分50秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

野村　顕弘

人見　　忍

飯村　優介

加藤　辰規

高久　康明

所　属

三春町役場

大田原小教

横浜市陸協

横浜市陸協

ＪＡなすの

住所

福島県

那須塩原市

神奈川県

神奈川県

那須町

記　録

32分48秒

33分02秒

33分27秒

33分58秒

34分33秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

小西　　亘

福田　　健

藤田　義敬

八木沼和夫

秋葉　敏之

住所

小山市

埼玉県

那須塩原市

福島県

千葉県

所　属

小山向野ＪＣ

埼玉滑川走友会

金子メディックス

ハートブレイク

記　録

32分02秒

32分40秒

32分42秒

32分52秒

34分19秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

阿久津浩三

湯田　真一

菊池　　徹

大田原　啓

小林　一美

住所

那須塩原市

矢板市

大田原市

那須塩原市

茨城県

所　属

竹井新聞クラブ

矢板ＲＣ

ブリヂストン栃木

恵☆産業

ポポロＡＣ

記　録

34分52秒

35分44秒

35分56秒

36分37秒

37分03秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

中瀬　博夫

遠藤　和栄

齋藤　一夫

鹿野　克夫

大木　巳芳

住所

新潟県

福島県

福島県

福島県

那須烏山市

所　属

佐渡陸協

坂下走友会

いなほ陸友会

松浦建工所ＲＣ

ワンワンクロベーＲC

記　録

35分27秒

36分12秒

37分02秒

37分48秒

38分54秒

順位

☆１

２

３

４

５

選手名

町田　祐子

深澤　綾乃

梶　　昌美

蜂谷　秋津

田名網訓子

所　属

飯能市陸協

日本女子体育大

ポポロＡＣ

足利ヤクザイル

住所

大田原市

茨城県

東京都

足利市

記　録

36分19秒

37分34秒

39分49秒

39分55秒

41分22秒

順位

１

２

３

４

５

選手名

岩本　秀子

宮下奈緒子

遠藤　浩子

玉田　和子

大村　早苗

住所

高根沢町

埼玉県

福島県

栃木市

東京都

所　属

高根沢町ＲＣ

紐育的寿司集団

会津楽走会

栃木銀行ＲＣ

ポポロＡＣ

記　録

40分32秒

41分52秒

42分06秒

43分24秒

43分49秒

（表中の順位に☆の表示がある選手は、今大会の招待選手。）

10㎞の部

マラソンの部

37
キ
ロ
付
近
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手
た
ち

マラソンの部

※赤川選手は大会記録を更新しての優勝でしたので、大田原マラ
　ソン組織委員会から強化育成費が支給されました。

※

10㎞の部
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●
デ
マ
ン
ド
交
通
っ
て
な
に
？

　

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
特
定
の
バ
ス
路
線

　

に
お
い
て
｢こ
の
時
間
の
バ
ス
に
乗
り

　

た
い
｣と
い
う
意
思
表
示
(電
話
連
絡
な

　

ど
)を
し
て
い
た
だ
く
と
、
連
絡
の
あ

　

っ
た
時
刻
の
バ
ス
が
運
行
す
る
仕
組
み

　

の
こ
と
で
す
。
ど
な
た
か
ら
も
予
約
が

　

な
い
場
合
は
運
行
し
な
い
の
で
、
無
駄

　

な
運
行
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
市
営
バ
ス
｢片
田
線
｣｢寒

　

井
・
桧
木
沢
方
面
循
環
線
｣の
一
部
の

　

便
が
デ
マ
ン
ド
運
行
と
な
り
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
運
行
便
を
ご
利
用
す
る
場
合

　

は
、
必
ず
事
前
の
ご
予
約
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
な
ぜ
実
証
実
験
を
行
う
の
？

　

平
成
22
年
度
に
｢片
田
線
｣｢寒
井
・
桧

　

木
沢
方
面
循
環
線
｣の
運
行
を
開
始
し

　

ま
し
た
が
、
黒
羽
中
学
校
生
徒
の
通
学

　

利
用
以
外
の
利
用
が
少
な
く
、
｢空
バ

　

ス
を
走
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
｣

　

｢大
型
バ
ス
で
の
運
行
が
必
要
か
？
｣と

　

い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ

　

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
運
行
経
費
削
減
・
排
ガ
ス

　

に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
等
を
図
り
、

　

無
駄
な
運
行
を
減
ら
し
、
従
来
の
路
線

　

バ
ス
形
態
に
こ
だ
わ
ら
な
い
地
域
に
マ

　

ッ
チ
し
た
交
通
体
系
へ
の
再
編
を
す
る

　

に
当
た
っ
て
、
予
約
が
な
い
場
合
の
運

　

行
は
し
な
い
｢デ
マ
ン
ド
交
通
｣の
実
証

　

実
験
を
行
っ
て
有
効
性
を
確
認
し
、
将

　

来
の
公
共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

　

て
検
証
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
も
実
験
で
あ
り
ま
す
の
で
、

　

実
験
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
通
常
の
路
線
バ

　

ス
の
形
態
に
戻
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
の
概
要

【対
象
路
線
お
よ
び
対
象
便
】

○
片
田
線

　

｢な
か
が
わ
水
遊
園
｣9
:10
発
、
13
:20

　

発
、
15
:30
発
の
便

　

｢矢
倉
｣16
:55
発
の
便

　

｢黒
羽
中
学
校
｣8
:00
発
、
12
:00
発
、

　

14
:40
発
の
便

※
｢黒
羽
中
学
校
｣17
:38
発
の
便
は
時
刻
表

　

に
基
づ
き
運
行
し
ま
す
の
で
、
予
約
が

　

な
く
て
も
乗
車
が
で
き
ま
す
。

○
寒
井
・
桧
木
沢
方
面
循
環
線

　

｢黒
羽
郵
便
局
｣8
:25
発
、
12
:35
発
、

　

15
:50
発
の
便

※
｢黒
羽
郵
便
局
｣17
:30
発
の
便
は
時
刻
表

　

に
基
づ
き
運
行
し
ま
す
の
で
、
予
約
が

　

な
く
て
も
乗
車
が
で
き
ま
す
。

【実
証
実
験
の
期
間
】

　

｢1
月
16
日
(月
)〜
2
月
17
日
(金
)｣の

　

期
間
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
２
月
18
日
（
土
）
以
降
は
予
約
が
な
く
て

　

も
時
刻
表
通
り
に
運
行
す
る
形
態
に
戻

　

し
ま
す
。

【１
回
の
利
用
料
金
】

　

大
人
、
高
校
生
以
上
の
学
生　

　

小
中
学
生 　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
証
提
示
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

障
害
者
手
帳
提
示
の
障
が
い
者
の
方

【予
約
の
方
法
】

　

お
電
話
で
予
約
す
る
際
に
｢お
名
前
、

　

乗
車
予
定
人
数
、
電
話
番
号
、
利
用
し

　

た
い
便
ま
た
は
時
間
帯
、
乗
る
場
所
と

　

降
り
る
場
所
｣を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

帰
り
も
バ
ス
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
そ

　

の
旨
を
予
約
す
る
時
、
ま
た
は
、
降
車

　

す
る
時
に
運
転
手
に
直
接
お
伝
え
く
だ

　

さ
い
。

　

予
約
し
て
実
際
に
バ
ス
に
乗
車
す
る
と

　

き
は
、
本
人
確
認
の
た
め
運
転
手
に
お

　

名
前
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
１
月
10
日
（
火
）
か
ら
事
前
の
乗
車
予
約

　

受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
実

　

証
実
験
期
間
中
、
当
面
の
利
用
便
が
は

　

っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
方
は
、
１
カ
月

　

分
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

【予
約
の
受
付
時
間
】

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
4
時

　

ご
利
用
す
る
便
の
バ
ス
停
出
発
時
刻
の

　

30
分
前
ま
で
に
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ

　

さ
い
。

【予
約
先
電
話
番
号
】

　

黒
澤
自
動
車
有
限
会
社

　
　
　

(５
４
)３
２
３
１

※
市
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

●
自
由
乗
降
区
間
を
設
け
ま
す

【自
由
乗
降
と
は
】

　

自
由
乗
降
と
は
、
市
営
バ
ス
の
停
留
所

　

以
外
の
場
所
で
乗
降
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
も
の
で
す
。

　

最
寄
り
の
停
留
所
ま
で
遠
い
方
に
つ
い

　

て
は
、
停
留
所
の
位
置
に
関
係
な
く
、

　

運
行
し
て
い
る
道
路
上
ど
こ
で
も
乗
降

　

で
き
る
た
め
利
便
性
が
増
し
、
お
年
寄

　

り
や
体
の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
は
特

　

に
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

【自
由
乗
降
の
し
か
た
】

・
停
留
所
以
外
で
乗
車
の
し
た
い
場
合
は
、

　

予
約
の
時
に
具
体
的
な
乗
る
位
置
を
伝

　

え
て
く
だ
さ
い
。

・
バ
ス
の
運
行
経
路
上
で
バ
ス
を
待
っ
て
い

　

て
、
バ
ス
が
来
た
時
は
運
転
手
に
は
っ
き

　

り
分
か
る
よ
う
に
手
を
挙
げ
て
乗
車
意
思

　

を
伝
え
、
停
車
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
乗
車
す
る
と
き
に
、
運
転
手
に
お
名
前

　

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

・
降
車
場
所
に
つ
い
て
も
予
約
時
に
具
体

　

的
な
降
車
場
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

・
乗
車
中
に
降
車
場
所
が
近
づ
き
ま
し
た

　

ら
、
あ
ら
た
め
て
運
転
手
に
降
車
場
所

　

を
伝
え
て
バ
ス
を
停
車
さ
せ
、
降
車
し

　

て
く
だ
さ
い
。

【自
由
乗
降
適
用
期
間
】

　

デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
期
間
(１
月

　

16
日
〜
２
月
17
日
)に
限
り
ま
す
。

　

２
月
18
日
以
降
は
、
停
留
所
の
み
で
の

　

乗
降
に
戻
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【自
由
乗
降
の
区
間
】

○
片
田
線　

｢な
か
が
わ
水
遊
園
｣〜
｢田

　

町
十
字
路
｣の
区
間

○
寒
井
・
桧
木
沢
方
面
循
環
線

　

｢く
ら
し
の
館
交
差
点
｣〜
｢寒
井
北
部

　

転
回
所
｣〜
｢黒
羽
刑
務
所
｣〜
｢く
ら
し

　

の
館
交
差
点
｣

※
詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　

(２
３
)８
８
３
２

２
０
０
円

１
０
０
円

１
０
０
円

１
０
０
円

市
営
バ
ス
｢片
田
線
｣｢寒
井
・
桧

木
沢
方
面
循
環
線
｣で
デ
マ
ン
ド

交
通
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
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総合・イベント特集

●
日
　
時　

１
月
12
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

●
場
　
所　

市
役
所
通
り

　
（
ベ
イ
シ
ア
入
口
〜
神
明
町
交
差
点
）

●
交
通
規
制
な
ど

・
花
市
開
催
中
の
市
役
所
通
り
は
、
車
両

　
（
自
転
車
、
バ
イ
ク
を
含
む
）
の
交
通
規

　

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
市
道
大
田
原
野
崎
線
か
ら
は
通
り
抜
け

　

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更

・
花
市
開
催
中
は
市
営
バ
ス
の
路
線
が
変

大
田
原
と
佐
久
山
で
花
市

大
田
原
花
市

佐
久
山
花
市

　

更
と
な
り
、
次
の
停
留
所
に
つ
い
て
は

　

午
前
10
時
以
降
の
乗
降
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
。最
寄
り
の
停
留
所
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

  【
那
須
塩
原
駅
線
】末
広
２
丁
目

  【
黒
羽
線
・
湯
津
上
線
】末
広
橋
・
五
道
橋

■
問
い
合
わ
せ

  〈
花
市
開
催
関
係
〉

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

  〈
市
営
バ
ス
関
係
〉

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

●
期
　
日　

１
月
14
日（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

●
場
　
所　

佐
久
山
小
学
校
通
り

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

白河信用金庫●

大田原体育館●

市役所
●

総合文化会館
　　●

●大田原警察署

●浅井
　砿油

国道461号

市道大田原野崎線

交
通
規
制
区
間

至佐久山

　

市
内
の
方
が
生
産
し
た
農
産
物
の
放
射

性
物
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
道
の
駅
の
検
査
機
器
に
つ
い
て

　

高
感
度
ガ
ン
マ
線
検
出
器
を
採
用
し
、

　

食
品
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
梱
包
状
態

　

の
ま
ま
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
載
せ
、
短

　

時
間
で
放
射
性
物
質
を
測
定
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
（
南
金
丸
１
５
８
４
-６
）

●
対
　
象　

市
内
の
方
が
生
産
し
た
農
産
物

　
（
米
類
と
野
菜
類
に
限
る
）

●
検
査
容
量　

米
類
30
㎏
、野
菜
類
10
㎏
を

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
き
ち
ん
と
梱
包
し
て

　

く
だ
さ
い
。（
米
類
は
30
㎏
の
袋
で
も
可
）

●
検
査
日
時　

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
平

　

日（
午
前
10
時
〜
正
午
）

●
申
込
方
法　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
ま

　

た
は
市
農
政
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分（
た
だ
し
、土
・
日
・
祝
日

　

を
除
く
、
道
の
駅
は
２
月
ま
で
月
曜
日
を

　

除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

●
日
　
時　

１
月
14
日
（
土
）
午
後
４
時
〜

　

７
時

●
場
　
所　

那
珂
川
河
川
公
園

　
（
那
珂
川
歩
道
橋
付
近
）

●
内
　
容

・
一
般
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
正
月
飾
り

　

な
ど
を
お
は
ら
い
後
、点
火

・
と
ん
ぼ
団
子
の
販
売

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

●
主
　
催　

黒
羽
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

●
募
集
対
象　

佐
久
山
の
風
物
詩
を
題

　

材
と
し
て
平
成
23
年
中
に
撮
影
し
た

　

写
真（
例  
佐
久
山
紅
葉
ま
つ
り
な
ど
）

●
応
募
期
間　

１
月
15
日（
日
）〜
25
日（
水
）

●
応
募
方
法　

直
接
応
募
先
へ
持
参
ま
た

　

は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
規
定

①
平
成
23
年
中
の
応
募
者
本
人
が
撮
影
し

　

た
も
の
で
、未
発
表
の
も
の
。

②
サ
イ
ズ
は「
四
つ
切
」ま
た
は「
四
つ
切
ワ
イ
ド
」

③
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
は

　

無
修
正
の
も
の
。

④
応
募
作
品
は
一
人
に
つ
き
３
点
以
内
。

⑤
応
募
作
品
は
一
点
ご
と
に
応
募
票
を
貼

　

り
付
け
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、題
名
、

　

撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
て

　

く
だ
さ
い
。

⑥
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、主
催
者
に
帰
属
。

⑦
入
賞
さ
れ
な
か
っ
た
応
募
作
品
は
、
次

　

の
場
所
で
返
却
し
ま
す
。な
お
、
期
限
内

　

に
受
け
取
れ
な
か
っ
た
応
募
作
品
は
、

　

主
催
者
側
で
処
分
し
ま
す
。

・
２
月
19
日（
日
）
ふ
れ
あ
い
の
丘
展
示
会

　

場（
午
後
２
時
〜
５
時
）

・
２
月
20
日（
月
）〜
29
日（
水
）

　

応
募
先
の
永
井 

全 

宅

●
展
示
期
間　

２
月
12
日
（
日
）
〜
19
日

　
（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
12
日（
日
）は
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時
、

　

19
日（
日
）は
午
前
９
時
〜
正
午

●
展
示
場
所

　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘　

体
育
館

●
主
　
催　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会
、

　

大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
学
習
振
興
財
団

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

○
〒
３
２
４
‐
０
０
２
４

　

大
田
原
市
福
原
１
２
４
１

　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

　

会
長　

永
井　

全

　
　
　
（
２
８
）１
３
９
１

○
〒
３
２
４
‐
０
０
３
２

　

大
田
原
市
佐
久
山
２
５
３
３
‐
４

　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

　

写
真
展
部
会
長　

鈴
木　

良
明

　
　
　
（
２
８
）０
１
４
０

第
10
回
与
一
の
里
大
田
原

「
佐
久
山
地
区
風
物
詩
写
真
展
」

作
品
募
集

第
10
回
与
一
の
里
大
田
原

「
佐
久
山
地
区
風
物
詩
写
真
展
」

作
品
募
集

ど
ん
と
祭
開
催

ど
ん
と
祭
開
催

放射性物質測定器

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
で
放
射
性

物
質
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
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報
》

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

【
事
例
】

・
高
齢
の
父
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
会
い
系
サ

　

イ
ト
で
「
５
０
０
０
万
円
の
遺
産
を
渡
し

　

た
い
」と
言
っ
て
き
た
相
手
を
信
じ
、メ
ー

　

ル
を
や
り
取
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
サ
イ

　

ト
の
利
用
料
金
が
50
万
円
を
超
え
た
。相

　

手
と
会
う
約
束
を
10
回
以
上
し
て
い
る
が

　

一
度
も
会
え
ず
に
い
る
。や
め
る
よ
う
説

　

得
し
て
も
聞
か
な
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
に
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て

　

も
す
べ
て
無
視
し
て
い
た
が
、「
２
０
０

　

０
万
円
あ
げ
る
」と
い
う
メ
ー
ル
が
目
に

　

留
ま
っ
た
。信
じ
込
ん
で
や
り
取
り
し

　

て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン

　

ト
代
と
し
て
２
０
０
万
円
も
支
払
っ
て

　

し
ま
っ
た
。

・
携
帯
電
話
で
無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
登
録

　

し
て
遊
ん
で
い
た
ら
、
芸
能
人
の
マ
ネ
ー

　

ジ
ャ
ー
を
名
乗
る
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

　

届
き「
芸
能
人
の
悩
み
を
聞
い
て
あ
げ
て
」

　

と
頼
ま
れ
た
。や
り
取
り
が
事
務
所
に
見

　

つ
か
る
と
困
る
と
い
う
の
で
出
会
い
系
サ

　

イ
ト
に
登
録
し
て
や
り
取
り
し
て
い
た
ら

　

ポ
イ
ン
ト
購
入
代
金
が
高
額
に
な
っ
た
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
内
で
言
葉
巧
み
に
誘

い
こ
ま
れ
頻
繁
に
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

し
た
結
果
、
高
額
な
利
用
料
金
や
ポ
イ
ン

ト
料
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
出
会
い
系
サ

イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
見
知
ら
ぬ
異
性
と
の
交
際

を
希
望
す
る
登
録
者
の
情
報
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
掲
示
し
、
メ
ー
ル
な
ど
で
互
い
に

連
絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど

「
出
会
い
の
場
」を
提
供
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

サ
イ
ト
の
利
用
に
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
の
通
信
料
の
ほ
か
に
、
サ
イ
ト
運
営

業
者
に
利
用
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。掲
示
板
を
見
る
、
メ
ー
ル
を
送
る
・
読

む
、
画
像
を
見
る
な
ど
、
１
つ
１
つ
の
操
作

に
課
金
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
ポ
イ
ン
ト

制
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。操

作
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
数
が
決
ま
っ
て
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
銀
行
振
り
込
み
、
電

子
マ
ネ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
な
ど
で
ポ
イ

ン
ト
を
購
入
し
操
作
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
「
出
会
い
の
場
」
を
求
め
た
も

の
だ
け
で
は
な
く
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
、

友
人
関
係
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
参
加

者
が
互
い
の
友
人
を
紹
介
し
た
り
、
登
録

し
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
）
や
懸
賞
サ
イ
ト
な
ど
に
登
録
し
た
後
、

「
メ
ル
友
に
な
っ
て
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し

い
」「
遺
産
を
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
」と
い
っ

た
メ
ー
ル
や
書
き
込
み
を
見
て
、
同
情
心

や
興
味
か
ら
や
り
取
り
を
始
め
た
結
果
、

多
額
の
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
と
い

う
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

未
成
年
の
子
供
が
携
帯
電
話
や
ネ
ッ
ト

接
続
の
で
き
る
ゲ
ー
ム
機
な
ど
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
接
続
し
、
そ
こ

で
知
り
合
っ
た
相
手
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
に

出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
し
、
や
り
取
り

を
重
ね
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
は
匿
名
性
が
高
い
た

め
、
嘘
や
な
り
す
ま
し
が
容
易
で
す
。メ
ー

ル
相
手
が
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
「
サ
ク
ラ
」

で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

立
証
す
る
の
は
大
変
難
し
く
、お
金
を
取
り

戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

う
ま
い
話
に
は
注
意
し
、
ネ
ッ
ト
上
の

見
知
ら
ぬ
相
手
を
簡
単
に
信
用
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（12月15日）

●お母さん・お子さん向け
　野崎幼稚園制服、学習机
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、エレクトーン
　クロスバイク（健康器具）
　シングルベッド、家具調こたつ
●その他
　バスケットゴール
　雛人形（７段飾り）、ベンチコート（Lサイズ）
　金太郎人形（ケース入り）　

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも、チャイルドシート、歩行器
　ベビーカー、ジュニアベッド
　薄葉小体育着（160 ㎝）
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、地デジ対応テレビ、炊飯ジャー
　マッサージチェア、自転車
　アップライトピアノ、エレキギター
　ノートパソコン、足踏みミシン
●その他
　人台、犬用介護カート
　釣り竿（鯉・平鮒用）

くらし情報館情報くらし情報館情報

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４
　　　　　　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時
　　１月６日（金）、12日（木）、14日（土）
　　　　18日（水）、21日（土）、26日（木）
　　　　30日（月）

　　いずれも午前10時から午後３時

●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりた
　い方の電話番号のみをゆずってほし
　い方にお教えしますので、その後は当
　人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立に関わらず、結果
　を報告してください。その報告をもっ
　て交渉成立の場合は登録内容を抹消
　します。
○「無償」としますので金品の要求などは
　しないでください。万が一、金銭トラ
　ブルなどが起きた場合でも、取引に関
　し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事
　業者や法人の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から
　３カ月とし、引き続き登録をしたい場合
　はその旨ご連絡ください。



●
講
　
師　

清
水　

新
二 

氏

　

(

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授)

●
定
　
員　

40
名(

先
着
順)

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
20
日(

金)

ま
で
に
、

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
へ
電
話
、
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。　

　

(

氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

７
９
７
０

　
　
　

０
２
８(

９
０
２)

１
０
３
０

　
　
　

tid1999@
m
aple.ocn.ne.jp

●
日
　
時　

１
月
20
日(

金)

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

野
崎
研
修
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
演
会

　

「
他
人
事
で
は
な
い
中
高
年
の
イ
ン
フ

　

ル
エ
ン
ザ
感
染
」

●
講
　
師　

大
田
原
赤
十
字
病
院
感
染
管

　

理
認
定
看
護
師

　

中
澤　

恵 

氏
、
藤
田　

明
美  

氏

●
定
　
員

　

１
０
０
名(

申
込
不
要
、
先
着
順)

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
赤
十
字
病
院
看
護
部　

　

担
当　

森
、
相
馬

　
　
　

(

２
３)

１
１
２
２

●
研
修
費
用

・
初
年
度　

４
万
円

・
２
年
度　

３
万
５
０
０
０
円

※

研
修
を
途
中
で
や
め
て
も
返
金
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

※

受
講
料
の
一
部
を
県
か
ら
補
助
予
定
。

●
申
込
期
間

　

１
月
16
日(

月)

〜
３
月
15
日(

木)

必
着

●
申
込
書
類
な
ど

・
所
定
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
近
影
の
写
真
を
貼
付

・
応
募
動
機　

所
定
の
原
稿
用
紙
２
枚

・
自
分
の
人
生
で
影
響
を
受
け
た
出
来
事

　

や
人
な
ど　

所
定
の
原
稿
用
紙
２
枚

・
申
込
手
数
料　

切
手
１
０
０
０
円
分　

　

(
た
だ
し
額
面
１
０
０
円
以
下
の
切
手)

●
選
考
方
法　

申
込
書
類
と
面
接(

４
月

　

上
旬)
に
よ
り
選
考
。
面
接
の
日
時
・

　

場
所
な
ど
は
、
後
日
、
本
人
に
通
知
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
　

〒
３
２
０‐

８
５
０
８

　
　

宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐
６

　
　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

７
９
７
０

●
日
　
時　

１
月
28
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所

　

と
ち
ぎ
青
少
年
セ
ン
タ
ー
第
１
研
修
室

●
内
　
容
　

　
「
〝
別
れ
の
な
い
さ
よ
う
な
ら
〞
と
自
死

　

遺
族
支
援
」

お知らせ

平成24年１月１日号9

栃
木
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

自
死
遺
族
支
援
者
養
成
講
座

開
催

県
看
護
協
会

県
北
地
区
支
部
主
催

平
成
23
年
度
市
民
講
座
開
催

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

５か月～離乳食完了期を対象とした、離乳食の進め方・調理法を学ぶ教室
です。事前に電話予約が必要です。

日　時 場　所
１月25日(水)
10:00～11:30

内　容
大田原

保健センター
講話・実習

(デモンストレーション)

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

もぐもぐごっくん教室 ■問い合わせ 
　こども課母子健康係　　(23)8634

体を動かし、心身ともにリフレッシュしましょう。

おたっしゃクラブ ■問い合わせ 
　高齢いきがい課介護予防係   　(23)8917

保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
相
談１月24日(火)

９:30～11:30 大田原保健センター 与一いきいき体操・音楽を楽しむ

日　時 場　所 内　容

　
「
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自
殺
予
防
を
目

的
に
、
電
話
を
通
し
て
心
の
痛
み
を
抱
え

る
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
良
き
隣
人
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
で
す
。

●
研
修
期
間　

５
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

　

ま
で
の
２
年
間

●
研
修
場
所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　

(

宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐

６)

●
研
修
日
時
・
内
容

・
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

初
年
度　

年
間
34
回
程
度

　

２
年
目　

年
間
20
回
程
度

・
電
話
相
談
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
理
解

　

す
る
た
め
の
講
義
や
人
の
気
持
ち
を
感

　

じ
取
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
演
習
な
ど

・
年
１
回
の
宿
泊
研
修
あ
り

●
受
講
資
格

・
年
齢
満
23
歳
以
上
63
歳
ま
で
の
方
で
、

　

経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
「
い
の
ち
の
電
話
」
の
活
動
趣
旨
に
賛
同

　

し
、
積
極
的
に
相
談
活
動
に
参
加
で
き

　

る
方
で
、
本
会
の
会
員
と
な
り
、
会
費

　

(

年
３
０
０
０
円)

を
納
入
し
、
会
則
を

　

守
っ
て
い
た
だ
け
る
方
。

・
原
則
と
し
て
講
座
の
全
日
程
出
席
で
き

　

る
方
。(

部
分
的
な
受
講
は
で
き
ま
せ

　

ん)

●
募
集
定
員　

40
名



お知らせ

平成24年１月１日号 10

■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

★第５回  糖尿病予防最前線(全６回)★★第５回  糖尿病予防最前線(全６回)★

「いざ！ 解決   “予防のための食事と運動”」「いざ！ 解決   “予防のための食事と運動”」

体が慣れてきた ⇒ 生活の中で習慣化してきた ⇒ステップアップしていきましょう体が慣れてきた ⇒ 生活の中で習慣化してきた ⇒ステップアップしていきましょう

食事（自分に見合った食べ方の実践法）

適正な摂取エネルギーが基本
1日の適正エネルギー量＝標準体重(kg)×25～30kcal
※標準体重計算式は『身長(m)×身長(m)×22』
※25～30kcalは体重１kgあたりのエネルギー量
　(25=安静時、30=活動時 )

栄養バランス良く食べる
毎日時間を決めて、朝昼夕の三食を欠かさずに『主食・主菜・主
菜・副菜』をそろえて、ゆっくりよく噛んで食べます。
※バランス食については広報11月15日号を参照ください。
※バランス良く食べることは、血糖値を正常に近づける食べ方で
　あり、足りなくなったインスリン(血糖値を下げるホルモン)の
　働きを助ける食べ方になります。

最初に野菜(野菜・海藻・きのこ等の食物繊維を含む食品)から食べ
始めると食後の急激な血糖上昇を防ぎます。
また、濃い味付けは御飯がすすむもとになりますが、薄味は食べ
すぎを防ぎます。(漬物・佃煮も注意！)
※野菜の1日摂取目安量＝３５０ｇ以上
　食塩の1日摂取目安量＝男性9ｇ未満・女性7.5ｇ未満

運動 (日常生活の中で体を動かす継続法 )
いつ？　　時刻を決める
｢ウォーキング1時間｣｢筋力トレーニング30分｣と、どのくらいの時
間実施するのではなく、何時から始めるか時刻を決めた方が習慣
化しやすく継続することができます。

ワン

１

３
スリー

２
ツー

ワン

１

順番（野菜から先に食べる）と味付け（減塩）がポイント！

｢新春とはいえ、厳しい寒さが身にしみる日が続きますが、風邪などひいていませんか？｣
　よく耳にする挨拶文ですが・・・さて！ここで、質問です。病気は｢かかる｣｢わずらう｣と言
います。しかし、風邪は｢ひいた｣と言いますよね。さて！ナゼでしょうか？　
　風邪をひく原因として、寒い日に薄着をした。こたつで寝てしまった。夜更かしした。自分
で引き起こした生活の不摂生が思い当たるので、風邪を｢引き寄せた｣⇒｢ひいた｣と表現するの
ではないでしょうか！？糖尿病予防最前線　第１～５回で、糖尿病の原因や検査項目の意味な
ど基礎編についてご理解いただきましたが、生活習慣を振り返り・・
もしかすると？｢糖尿病をひいた｣と、表現すべきところがあるのかも
しれません！？
　いざ！糖尿病をひかない予防として日常生活で取り組む食事と運動
についての解決編です。

【解説】
糖尿病は１型と２型に大別されます。１型は自己免疫(免疫異常)によ
って起きるため予防は難しいですが、２型は生活習慣に起因するため
食事や運動によって予防できます。

元旦の計

ちょうどいい計画に
ちょうどいい努力が
ちょうどいい結果の
達成につながります

ワン

１
Ｔ Ｈ Ｅ

ＢＥＳＴ

ＳＴＥＰ

１ ２ ３

３
スリー

２
ツー



お知らせ
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薬（食事と運動と組み合わせる服薬法）

どこで？  　特別な場所より日常の場所で動く
「どこ｣で体を動かすかではなく、まずは無理せずに日常生活の
中でこまめに動いて活動量を増やすことが継続の工夫になりま
す。（例：モップ・掃除機⇒雑巾に変えて体を動かす。お店近く
の駐車場⇒車を遠くに止めて早歩き。エレベーター・エスカレー
ターの利用⇒階段を使う。）

だれと？ 　 仲間・味方・道具と一緒に！
始めたからには続けたい気持ちを持続するコツは、励まし合う
仲間・取り組む気持ちを理解してくれる味方・使い慣れた道具
の利用がおすすめです。
（例：♪ＹＭＣＡ～♪　♪マツケンサンバ～♪　♪マルマルモリ
モリッ♪　世代によって違っても、体が自然に動き出す耳にな
れた音楽を決まった時刻に流し子供と楽しく掃除しながら体を
動かす）

　病院で検査をして薬をもらって帰る。で！その薬の説明書を読み返して薬の働き(作用)を確
認していますか？血糖が高い状態が続くことは、糖がきちんと代謝されていないことになりま
すが、その症状によって処方される薬の種類や働き(作用)はさまざまです。
　薬の効能を正しく理解して食事と運動を組み合わせて上手に進めることが効果的な改善方法です。

　　　　せっかく、高い薬代を払って、血糖値が下がる薬を飲んでいても、糖を上げやすい食
品を食べすぎていたら、自らが薬の効きをわるくしていることになり、薬の効きが果たせず
に、薬の量が増えたりして・・・まったくもって！もったいない話です。

　エネルギー摂取を少なくするための簡易的な手段は無く、あくまでも自分が自分で自分の生活
習慣を変えていかなくてはなりません。つまり、日常生活の自己管理が必要です。
　｢たいした自覚症状もなく、生活に支障がないから心配ない｣と、思っている“今”が改善のスタ
ートです。今の生活を変えるために健康管理意識を高く持つことが、自分の５年後・10年後の健
康な生活を築いていくことになります。
　さぁ！キックオフのホイッスルが鳴り響きました。
やがてやってくる苦痛な闘病生活をゴールキーパーの　　　　　　　　　　　　　
定位置で待ち構えずに、もっと、もっと前に出て未然に　　　　　　　　　　　　
しっかり予防・改善していきましょう！！

  食事

運動 薬

血糖コントロール血糖コントロール

自分の  自分による  自分のための  健康

注意

薬を効果的に飲む
Ｋｎｏｗ　Ｈｏｗ

３
スリー

２
ツー

次回　２月 1日号の第６回 糖尿病予防最前線（最終回）では、体験談をお伝えします。次回　２月 1日号の第６回 糖尿病予防最前線（最終回）では、体験談をお伝えします。

Ｔ Ｈ Ｅ

ＢＥＳＴ

ＳＴＥＰ

１ ２ ３

健康を守る !!
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国民年金からのお知らせ

Ｑ１　国民年金の加入手続きは、どこで行えばいい
　　　の？ 
Ａ１　国民年金の加入手続きは、市国保年金課国民
　　　年金担当窓口または大田原年金事務所で直接
　　　お手続きください。お時間に余裕がなく、窓
　　　口までお越しいただくことができない場合は、
　　　郵送によりお手続きいただくこともできます。
Ｑ２　毎月の保険料はいくら？ 
Ａ２　国民年金の保険料（定額）は、月額１万５０
　　　２０円です。なお、保険料をまとめて前払い
　　　することにより割引される前納制度もありま
　　　す。また、定額保険料に加えて月額４００円
　　　の付加保険料を納付されると、将来、老齢基
　　　礎年金に加えて付加年金が支給されます。 

Ｑ３　毎月１万５０２０円は払えない・・そんな
　　　ときはどうすればいいの？
Ａ３　20歳になられ、所得が少なく保険料を納め
　　　ることが困難な方については、若年者納付
　　　猶予制度や学生納付特例制度などの保険料
　　　免除制度を利用することができます。市国
　　　保年金課国民年金担当窓口または大田原年
　　　金事務所で申請を行ってください。なお、
　　　学生納付特例制度の申請には、在学証明書
　　　または学生証の写しが必要です。

国民年金（基礎年金）３つのメリット

公的年金制度は２階建て公的年金制度は２階建て

世代と世代の支え合いの仲間入り世代と世代の支え合いの仲間入り

国民年金　Ｑ＆Ａ国民年金　Ｑ＆Ａ

20 歳になったら国民年金

新成人のみなさん　おめでとうございます新成人のみなさん　おめでとうございます新成人のみなさん　おめでとうございます

　国内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めること
になります。
　自営業・学生･フリーターの方などが20歳になったときは、住所地の市町村役場へ国民年金の加入手続
きが必要です。また、厚生年金保険や共済組合の加入者(第２号被保険者)に扶養されている配偶者の方が
20歳になったときは、第２号被保険者の勤務先を経由して加入の手続きを行うことになります。
　なお、20歳前に就職して厚生年金等に加入している方は、第２号被保険者となっていますので、加入
手続きは必要ありません。
収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度」(学生のみ)、「若年者納付猶予制度」(30
歳未満)などの保険料免除制度があります。

１　老後を支えます　⇒　老齢基礎年金
２　病気やけがで障害の状態になったときに支えます　⇒　障害基礎年金
３　加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます　⇒　遺族基礎年金

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担するという「世代と世代の支え合
い」が基本です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

厚生年金保険など

６，８２７万人

国民年金 (基礎年金）

第１号被保険者
　農業、自営業者、
　学生の方など

１，９３８万人

第２号被保険者
　サラリーマンや
　公務員の方など

３，８８４万人

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養
されている配偶者の方

１，００５万人

公的年金制度の仕組み
　(平成22年度末)

■問い合わせ
　大田原年金事務所
　　　（２２）６３１３
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

日本の公的年金制度は、２階建て構造になっています。

20 歳になったら国民年金

国民年金（基礎年金）３つのメリット
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保
育
園
か
ら
幼
稚
園
へ
転
園

す
る
児
童
に
対
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て

　

市
で
は
保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
を

目
的
と
し
て
、
保
育
園
に
在
園
し
て
い
る

児
童
が
幼
稚
園
に
転
園
す
る
場
合
に
保
護

者
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補
助

制
度
を
平
成
23
年
10
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
保
護
者
の
費
用
負
担
を

さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
、
補
助
制
度
の
内

容
を
一
部
改
正
し
、
平
成
24
年
1
月
1
日

よ
り
適
用
し
ま
す
。

●
改
正
内
容

・
転
園
し
た
児
童
の
幼
稚
園
入
園
料
に
対

　

す
る
補
助
金

　【
改
正
前
】　
児
童
1
人
あ
た
り
、
3
万

　
円
を
保
護
者
に
補
助

　
【
改
正
後
】　
児
童
1
人
あ
た
り
、
負
担

　
実
額
を
保
護
者
に
補
助

・
転
園
児
童
受
入
れ
に
対
す
る
補
助
金

　
【
新
　
規
】　
園
児
1
人
あ
た
り
、
月
額

　
5
0
0
0
円
を
幼
稚
園
に
補
助

●
転
園
補
助
の
内
容

　

下
表
の
と
お
り

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
課
保
育
係

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
保
育
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
６
９

保育園と幼稚園の保育料の差額を解消する
ことを目的に、私立幼稚園就園奨励費補助
事業の限度額に加算することにより保護者
負担分を軽減することを目的としています。

保育園から幼稚園に転園した場合、幼稚園
への入園料として 1回に限り交付し、保護
者負担を軽減することを目的としています。

保育園と幼稚園では、保育時間に違いがあ
ります。幼稚園で実施する預かり保育を利
用する場合、利用日数に応じて、その保育
料の一部を幼稚園に補助することにより保
護者負担分の利用料を軽減することを目的
としています。

幼稚園は春・夏・冬休み等は休業となり、
幼稚園で実施する長期休業時の預かり保育
を利用する場合、保育料が別途かかります。
その保育料の一部を幼稚園に補助すること
により保護者負担分を軽減することを目的
としています。

転園に伴う幼稚園の事務的経費、人的経費
に要する負担の一部を市が補助することで、
保育環境の充実及び向上を図ることを目的
としています。

幼稚園では、子育て支援事業の一環として
2歳児からの受け入れを行っています。
しかし、私立幼稚園就園奨励費補助事業は
満 3歳に達しないと支給されません。その
間の保育料の一部を補助することにより、
保護者負担分を軽減することを目的として
います。

保
護
者

保
護
者

保
護
者

幼
稚
園

幼
稚
園

幼
稚
園

対
象

転園した３歳未満児へ
の補助

転園した３歳～５歳児
への補助

転園した児童の入園料
に対する補助
※1月 1日から適用

転園した児童が預かり
保育を利用する場合に
対する補助（通常時）

転園した児童が預かり
保育を利用する場合に
対する補助（夏休み・
冬休み等長期休業時）

転園児童受入れに対す
る補助
※1月 1日から適用

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した 3歳未満の幼児
・市民税所得割が 34,500 円以下の世帯　　
　月額  15,000 円
・市民税所得割が 34,500 円を超える世帯
　月額   8,000 円

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した幼児
・市民税所得割が 34,500 円以下の世帯　　
　年額 50,000 円を限度として加算

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した幼児
・一人あたり     １回を限度として負担実額

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した幼児が通常の預
かり保育を利用した場合、日数に応じ幼稚園
に補助します。
・日額  250 円
 （ただし、実際にかかる預かり保育の保育料
 を上限とします。）

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した幼児が長期休業
時の預かり保育を利用した場合、日数に応じ
幼稚園に補助します。
・日額  1,000 円
 （ただし、  実際にかかる長期休業時の預かり
 保育の保育料を上限とします。）

【対象者】
保育園から幼稚園に転園した幼児がいる幼稚
園に補助します。
・１児童あたり月額 5,000 円

補助の項目 補助金額 目的と内容

【転園補助の内容】
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●
日
　
時　

１
月
28
日(

土)

・
29
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷　

　

情
報
館
研
修
室

●
定
　
員

　
各
15
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
参
加
費　

２
５
０
０
円(

材
料
費)

●
持
ち
物　

ハ
サ
ミ
、
物
差
し
、
洗
濯
ば

　

さ
み
５
個
、
座
布
団
、
縫
い
針

●
申
し
込
み　

１
月
15
日(

日)

か
ら
道
の

　

駅
那
須
与
一
の
郷
ま
で
電
話
ま
た
は
直

　

接
申
し
込
み
。

※

28
日
で
完
成
で
き
な
い
と
き
は
、
29
日

　

に
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(

２
３)

８
６
４
１

●
日
　
時　

２
月
19
日(

日)

午
前
10
時
〜

　

２
時
間
程
度

●
場
　
所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

情
報
館
研
修
室

●
内
　
容　

お
ひ
な
さ
ま
を
テ
ー
マ
に
、

　

親
子
で
飾
り
の
り
巻
き
づ
く
り

●
定
　
員

　

15
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)

●
参
加
費　

１
０
０
０
円(

材
料
費)

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
包
丁

●
申
し
込
み　

１
月
15
日(

日)

か
ら
道
の

　

駅
那
須
与
一
の
郷
ま
で
電
話
ま
た
は
直

　

接
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　

(

２
３)

８
６
４
１

　

ひ
な
祭
り
期
間
の
特
別
展
示
と
し
て
、

那
須
家
伝
来
の
雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
名
門
那
須
家
で
用
い
ら
れ
た

雛
人
形
の
風
格
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
期
　
間

　

１
月
11
日(

水)

〜
２
月
21
日(

火)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

入
館
は
午
後

　

４
時
30
分
ま
で)

※

休
館
日
：
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日(

祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日)

●
場
　
所　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
観
覧
料

　

高
校
生
以
上

　
　

３
０
０
円

　

中
学
生
以
下

　
　

無
料

※

団
体
料
金
は
10
名

　

以
上
２
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

●
日
　
時　

１
月
28
日(

土)

午
後
１
時
〜

　

３
時
45
分(

午
後
０
時
30
分
開
場)

●
場　

所　

総
合
文
化
会
館 

ホ
ー
ル

●
内
　
容

○
講　

演

　

『
セ
ー
ラ
が
町
に
や
っ
て
き
た

　
　

〜
挑
戦
！
伝
統
の
町
の
再
生
へ
〜
』

　

セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
氏
（
株

　

式
会
社
桝
一
市
村
酒
造
場
代
表
取
締
役
）

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

欧
米
人
初
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
師
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
高
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
小
布
施
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
お
こ
し
の
立

　

役
者
。
２
５
０
年
の
伝
統
を
持
つ
が
経

　

営
難
に
陥
っ
て
い
た
造
り
酒
屋
を
見
事

　

再
建
。
日
本
人
よ
り
も
日
本
人
ら
し
い

　

と
言
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
。
日
経
ウ
ー

      

マ
ン
誌
が
選
ぶ
「
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・

      

ザ
・
イ
ヤ
ー2002

」
受
賞
。

○
第
10
回
大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修
報
告

　

『Lien(

リ
ア
ン
・
絆)

』

　

平
成
23
年
度
派
遣
団
員　

10
名

●
入
場
料　

無
料(

申
込
不
要)

※

託
児
あ
り(

無
料)

ご
希
望
の
方
は
、
１

　

月
20
日(

金)

ま
で
に
政
策
推
進
課
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　

(

２
３)

１
３
８
９

男
女
共
同
参
画
講
演
会
開
催

那
須
与
一
伝
承
館

ひ
な
祭
り
期
間
特
別
展
示

「
那
須
家
の
雛
人
形
」

布
ぞ
う
り
製
作
体
験

参
加
者
募
集

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

■問い合わせ　こども課子育て支援係
　　　　　　　　　　（２３    ）８９３２

木曜日★休館日 1/5

火･木･金･第２土曜日
★休館日 1/3　

火曜日★休館日 1/3子育てサロン かねだ(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
★休館日 1/2・9

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと
保護者の交流の場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関す
る相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
★休館日 1/2・9 

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

＜１月１日 ( 日 ) ～１月 31 日 ( 火 )＞

★休館日
　1/2・3・9　
　

子育てママの就職個別相談会
しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)
ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

（２２）５５７７

就園前のお子さんと保護者が交流を図りながら
育児相談などを行うための場です。

予約優先のため事前にお電話ください。

１月６日 (金 )
時間 10：00 ～ 12：00
１月 13 日 ( 金 )
時間 10：00 ～ 12：00

開設日

開設日

那須家の雛人形（那須家所蔵）那須家の雛人形（那須家所蔵）

（９８）３８８１
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畜産
農家

和牛
農家

和牛
農家

畜産
農家

補助金名

畜産環境保全対策
事業費補助金

繁殖和牛優良雌牛
導入事業費補助金

繁殖和牛受精卵
移植奨励事業費
補助金

乳用基礎雌牛導入
事業費補助金

放牧費補助金

・環境対策のための給与する微生物資材費用の一部補助
・微生物の給与の場合、事業費の２分の１、上限10万円

・繁殖和牛優良雌牛購入費の一部補助
・１頭当たり50万円を超えた額の３分の２に相当する額。ただし、限度額15万円

・受精卵移植により出産した場合の経費の一部補助
①市内酪農家と協調して受精卵を移植し、出産した場合１頭につき４万円
②市外酪農家または自己所有繁殖和牛に受精卵を移植し、出産した場合１頭につ
　き１万5,000円 

・乳用基礎雌牛購入費用の一部補助
・１頭当たり55万円を超えた額の３分の２に相当する額。ただし、限度額15万円

・公共牧場に牛を放牧した費用の一部補助・１日当たり50円、限度額8,550円

・市農政課

・ＪＡなすの各営農経済
　センター畜産担当
・市農政課

・各所属酪農協
・市農政課

・各所属酪農協・大野放牧
　場利用者は利用組合長

対象者 補　助　内　容 相　談　窓　口

酪農家

テ
レ
コ
ム
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の

ご
案
内

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
〜

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

○
平
成
24
年
２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン

　

サ
ス‐

活
動
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・

　

事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
の
経

　

済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握

　

す
る
我
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策

　

を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店

　

街
の
活
性
化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め

　

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
な
ど
に
は
、

　

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配

　

り
し
ま
す
。

○
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、

　

都
道
府
県
お
よ
び
市
が
民
間
事
業
者
を

　

通
じ
て
本
社
な
ど
に
調
査
票
を
郵
送
し

　

ま
す
。

○
調
査
票
は
、
平
成
24
年
１
月
末
日
ま
で

　

に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
以

　

降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
経
営
課
統
計
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
３
４

●
主
　
催
　（
財
）日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ

　

協
会
栃
木
支
部

●
日
　
時　

２
月
14
日(

火)

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
40
分

　

(

受
付
開
始　

午
後
１
時
30
分)

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

　

ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

講
演
会

　

演
題
「
い
つ
も
何
か
に
と
き
め
い
て
い

　

よ
う
」
〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
旬
〜

●
講
　
師　

●
定
　
員　

３
９
０
名

●
入
　
場　

無
料

●
申
し
込
み
方
法

　

２
月
８
日(

水)

ま
で
に
、
左
記
ま
で
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

※

電
話
受
付　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

(

財)

日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会

　

大
田
原
地
区
協
会

　
　
　

(

４
６)

７
１
０
１

　
　
　

(

２
２)

０
０
６
２

　

畜
産
関
係
の
市
補
助
金
に
は
下
記
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
で
条
件
が
あ
り
、
予
算
の
範
囲

内
で
の
補
助
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

１
月
31
日(

火)

ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　

(

２
３)

８
２
９
２

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
お
よ
び
申
告
の
受
付
は
、
平
成
24
年

２
月
16
日(

木)

か
ら
３
月
15
日(

木)

ま
で

で
す
。

　

な
お
、
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
24

年
２
月
15
日
以
前
で
も
、
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
田
原
税
務
署
で
は
、
平
日

(

月
〜
金
曜
日)

以
外
で
も
２
月
19
・
26

日
の
日
曜
日
に
限
り
電
話
で
の
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
３
月
４
・
11
日
に
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
４
日
間
は

大
田
原
税
務
署
で
は
確
定
申
告
用
紙
の
配

付
、
申
告
相
談
、
確
定
申
告
書
の
受
付
お

よ
び
納
付
相
談
な
ど
の
業
務
は
行
い
ま
せ

ん
。

　

大
田
原
税
務
署
で
の
申
告
相
談
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
で
す
。

※

相
談
の
受
付
は
、
午
後
４
時
30
分
以
降

　

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　

(

２
２)

３
１
１
５

畜
産
関
係
の
市
補
助
金
の
案
内

藤田 弓子 氏
  （女　優）



天文館・自然観察館

平成24年１月１日号 16

■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　(２８)３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

●冬の星座の探し方
　冬は、空が澄んで星が美しく見える季節です。
　この冬の星座を探す名案内役が『オリオン座』
　です。『オリオン座』は、リボンの形や蝶の形
　をした星座で、赤い色の１等星ベテルギウス
　と、青白い色の１等星リゲル、さらに、その
　間に３つの２等星が一列に並んだ｢三つ星｣が
　目じるしです。この｢三つ星｣を結び、右上へ
　延していくと、『おうし座』の｢アルデバラン｣
　や｢プレアデス星団(すばる)｣が見つかります。
　反対に、左下に延していくと、『おおいぬ座』
　の｢シリウス｣が見つかり、シリウスと｢ベテル
　ギウス｣を結び、左の方へ正三角形を描いてい
　くと『こいぬ座』の｢プロキオン｣が見つかりま
　す。この３つの１等星を結んでできる正三角
　形を｢冬の大三角｣といいます。
　次に、｢ベテルギウス｣を囲むようにして右回
　りに『おおいぬ座』の｢シリウス｣、『こいぬ座』
　の｢プロキオン｣、『ふたご座』の｢ポルックス｣、
　『ぎょしゃ座』の｢カペラ｣、『おうし座』の｢アル
　デバラン｣、『オリオン座』の｢リゲル｣が見つか

　ります。これらの１等星を結んでできる六角
　形を｢冬のダイヤモンド｣といい、｢冬の大三角｣
　と合わせて、冬の星座を見つけるよい目じる
　しとなります。
　では、しっかり防寒をして、冬の星空探訪に
　出かけましょう。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★今月の天文情報★今月の天文情報

　自然観察館では、ミニ企画展｢魅せられた小さ
な虫たちの世界｣を開催しています。この企画展
は普段スポットをあびることが少ないアブ・ハ
エ・イトトンボ・シジミチョウなど｢小さな虫｣
たちを中心に紹介しています。
　特に、全国的にも貴重で珍しい「オオイチモン
ジ」の黒化型は、ぜひ皆さんに見ていただきたい
展示品です。
　さらに、現在天然記念物となっている｢ゴイシ
ツバメシジミ｣・日本で一番小さな｢ホリイコシ
ジミ｣・ミドリ色がとても美しい｢キリシマミド
リシジミ｣・はねの表と裏が全く違うシジミチョ
ウなど４１３５頭(チョウを数える単位)を展示
しています。
　このほか、世界で一番大きなカワトンボや飛
ぶ宝石と呼ばれる｢モルフォチョウ｣も展示して
います。
　虫たちは、どうしてこのような素晴らしい体
のつくりや生態を身につけたのでしょうか？そ
れぞれに意味があるのでしょう。ぜひ、ご覧い
ただいて、小さな虫たちの｢不思議な生態・生命

の輝き｣｢実物・本物の素晴らしさ｣を家族でご覧
ください。
《触れるコーナー》の｢ニジイロクワガタ｣｢オオヒ
ラタクワガタ｣なども、まだまだ元気でみんなを
待っています。

★ミニ企画展｢魅せられた小さな虫たちの世界」★ミニ企画展｢魅せられた小さな虫たちの世界」

■問い合わせ
　ふれあいの丘自然観察館 　(２８)３１３１
　　　 http://www.fureaino-oka.com/shizen/　

だよりだよりだよりだよりだより

ミニ企画展期間：２月 19 日(日)まで
入場料：大人２００円・子ども１００円
　　　　 　(未就学児無料)
休館日：月曜日、12 月 30 日～１月３日
臨時休館：１月 10 日～ 13 日(館内メンテナンス)
開館時間：午前９時～午後５時(入館は４時まで)

【オオイチモンジチョウ】   
全国的にも珍しい黒化型の
チョウ。今回の超目玉！

【オサムシ】 
後ろばねが退化し、飛べな
い昆虫。すむ地域で、独自
に進化している



ピアートホール・図書館・統計

平成24年１月１日号17

　男　　３７,１６０人
　女　　３７,７４０人
　計　　７４,９００人
世帯数　２７,０１６世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

11月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(12月１日現在)

　男　　３８,７８７人
　女　　３８,３４６人
　計　　７７,１３３人
世帯数　２８,３３１世帯

転入 177 人   転出 167 人 
出生   45 人   死亡   66 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

２件
０件
０件
２件

１３件
３件
９件
２５件

１,７８６千円
４９，２２５千円

◆火災･救急 11 月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

２３９件
１,４６６件
６３０件

　　　　　　　　２,３３５件

２３件
１３４件
４７件
 ２０４件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 11 月分
２０５件
０人

２６６人
１,８５３件

１４件
０人
１６人
 １８９件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　　時　１月18日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽に
お電話ください

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請し
てください。

●日　時　１月８日(日)、15日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

ピノキオおはなし会

１月の図書館カレンダー１月の図書館カレンダー

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

休館日休館日

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

日

８
15
22
29

１１
火
３
10
17
24
31

土
７
14
21
28

月

９
16
23
30

金
６
13
20
27

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

日

８
15
22
29

火
３
10
17
24
31

土
７
14
21
28

月

９
16
23
30

金
６
13
20
27

２２ １１２２

演奏家４人がリコーダーおよびウクレレをメインに多くの楽器を用いて、Ｎ
ＨＫ教育テレビ番組『ピタゴラスイッチ』のテーマ曲など楽しい演奏を聴か
せてくれるファミリーコンサートです。
●日　時　２月19日（日）　開場／午後３時30分　開演／午後４時
●場　所　大田原市ピアートホール
●入場料　大人２０００円、中学生以下１０００円【全席指定】
●チケット　１月17日（火)午前10時　発売開始
※３歳未満の入場は無料。座席が必要な場合は有料となります。
●プレイガイド
　大田原市ピアートホール、ハートブックス（本店、なすの店）、弓座呉服店、商
　美社、キャプテンハウスおおもり、ミモリレコード（※那須塩原市）、金子書店
　（※那須町）
●電話予約
　１月17日(火)午後１時　受付開始（窓口優先のため完売の折はご了承ください）
■予約電話・問い合わせ　大田原市ピアートホール　　（５９）０８５６

♪大田原市ピアートホール♪『栗コーダーカルテット コンサート』『栗コーダーカルテット コンサート』『栗コーダーカルテット コンサート』

《黒羽図書館臨時休館のお知らせ》

●日　時　１月14日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室　
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

子どものつどい

黒羽図書館は館内蔵書点検のため、１月 24 日 ( 火 ) ～ 26 日 ( 木 ) まで臨時休館とさせていただきます。ご不便をお
かけしますがご理解、ご協力をお願いします。なお、大田原図書館、湯津上図書室は通常どおり開館いたします。

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館



芭蕉の館・彫刻周遊
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　この作品は、ふれあいの丘に入ろうとするとき
に、その入口で皆さんをいつも出迎えてくれる、大
きな人の顔の形をした彫刻です。

　目、鼻、口がしっか
りと彫り出され、側面
にはタイトルが示す
とおり大きな耳がと
りついています。くっ
きりとした彫りに
どっしりとした重量
感も加わって、とて
も存在感がある作品
になっています。ま
だ20歳代であった
作家の若き時分の
エネルギーが伝わっ
てくるようです。

　「子供の頃、よく近くの雑木林
で虫を採ったり、野原で遊んだ
り毎日が色々な発見で、わくわく
しながら一日、一日が過ぎて
いった」という作者が、「自然の
中で身をゆだねている石（自分）
とで常に共鳴しあい、自然の中
で生きていることを実感していたい」という気持ち
をもって作り上げた作品だといいます。
　作者は、1972年埼玉県生まれ、在住の内山士郎
氏。1998年に東京藝術大学美術学部彫刻科を卒
業、2000年に同大学大学院を修了し、2004年まで

同大学美術学部彫刻科
の非常勤助手を務めま
した。
　新潟県十日町市石彫
シンポジウムに参加し
たほか、国内では東京・
千葉・埼玉・茨城、海外
では韓国やメキシコで
開催された展覧会にも
出展しています。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公開
制作、設置された作品とその
作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

24

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場
★

内山  士郎 2000年
　うち やま　  し  ろう

大きな耳のついた顔

　

こ
の
た
び
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
伊
藤

武
治
氏
か
ら
当
館
に
「
奥
の
細
道
シ
リ
ー

ズ
」の
切
手
シ
ー
ト
20
枚（
昭
和
63
年
発
行
）

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
か
ら
何

回
か
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
奥
の
細
道
」の
旅
程
に
沿
っ
て
、旅
情
を

誘
う
絵
と
芭
蕉
の
名
句
が
配
さ
れ
て
お

り
、
第
１
集
か
ら
第
10
集
ま
で
２
枚
ず
つ

で
、
計
20
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。第
１
集
は

千
住
か
ら
日
光
ま
で
で
、
以
下
、
第
２
集
＝

那
須
〜
芦
野
、
第
３
集
＝
須
賀
川
〜
福
島
、

第
４
集
＝
仙
台
〜
平
泉
、
第
５
集
＝
尾
花

沢
〜
立
石
寺
、
第
６
集
＝
大
石
田
〜
月
山
、

第
７
集
＝
象
潟
〜
出
雲
崎
、
第
８
集
＝
倶

利
伽
羅
〜
金
沢
、
第
９
集
＝
那
谷
〜
敦
賀
、

第
10
集
＝
種
の
浜
〜
大
垣
と
い
う
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
集
の
１
枚
目
は
、
小
川
破
笠（
江
戸

時
代
中
期
の
漆
芸
家
）が
描
い
た
松
尾
芭
蕉

の
肖
像
画
と
、
芭
蕉
の
句〈
行
春
や
鳥
啼
魚

の
目
は
泪
〉
で
す
。こ
の
句
は
、
行
き
過
ぎ
る
春

を
惜
し
む
よ
う
に
鳥
の
鳴
き
声
は
哀
愁
に

満
ち
、
魚
の
目
に
も
涙
が
見
え
る
、
と
い
う

意
味
で
、
季
語
は「
行
春
」で
す
。い
つ
帰
る

と
も
知
れ
ぬ
漂
泊
の
旅
に
出
る
に
あ
た
っ

て
、
芭
蕉
を
送
る
人
々
と
の
惜
別
の
情
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
枚
目
に
は
、
中
禅
寺
湖
と
華
厳
の
滝

の
絵
お
よ
び
芭
蕉
の
句〈
あ
ら
た
ふ
と
青
葉

若
葉
の
日
の
光
〉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。句

意
は
、
あ
あ
尊
い
こ
と
だ
、
こ
こ
日
光
で
は

日
の
光
に
青
葉
若
葉
が
輝
い
て
い
る
、
と

な
り
ま
す
。季
語
は「
若
葉
」で
夏
で
す
。「
日
の

光
」
は
太
陽
光
線
を
指
す
と
と
も
に
、「
日

光
」と
い
う
地
名
を
詠
み
こ
ん
で
、
日
光
東

照
宮
の
威
徳
に
対
す
る
賛
嘆
の
気
持
ち
を

こ
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
館
の
芭
蕉
展
示
室
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
切
手
シ
ー
ト
を
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

奥の細道シリーズ切手　第１集　千住～日光

奥
の
細
道
シ
リ
ー
ズ
切
手（
１
）

き
さ
が
た

ゆ
く
は
る

な
み
だ

う
お

と
り
な
き

な　

た

は  

り
つ

い
ろ

く

り　

 

か　

 

ら

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑪

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑪

内山  士郎  氏内山  士郎  氏



ハーモニーホール

平成24年１月１日号19

♪栃木県内で創作活動をしている作家たちによるバラエティ
　あふれる展覧会です。(※原野展作家の出品はありません)
●期　日　１月１4日（土）～２2日（日）
●時　間　午前10時～午後５時まで
　　　　　（最終日のみ午後４時まで）
●場　所　
　第１・２ギャラリー
●入場料
　２００円（学生以下無料）
●出展者　
　版画２名、 彫刻１名
　工芸10名(木漆芸１名
　染色４名・竹工芸４名
　陶芸１名)、書12名
　日本画11名、洋画23名
　計59名
【イベント】
◇ギャラリー運営委員による作品講評会　
　１月14日（土）午後１時～ ※各部門ごと
◇出品作家とのティーパーティー　
　１月14日（土）午後３時～　
　喫茶ラウンジ  コンプレックスベイビーカフェ
　入場料1,000円（ハーモニーホール展入場料を含む）
◇親子でかわいいランタンを作ろう!!
　「日干しねん土で作るランタン」
　1月15日（日）午後２時～　交流ホール
　対象・定員：親子（５歳～小学生）　先着20組
　申込受付：１月４日（水）午前10時～
　　　　　  ホール事務所にて
　参加費：１組1,000円（ただし、子ども２名以上の場
　               合は１人につきプラス400円かかります。）

●第７回ハーモニーホール展  ～夢・・・未来～●第７回ハーモニーホール展  ～夢・・・未来～ チケット好評発売中!チケット好評発売中!

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

●谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　kokoro ♥ school “ココロの学校”
　～音で始まり、歌で始まる～

日時・会場

３月９日(金)

Ｓ席  5,500円(友の会5,000円)
Ａ席  4,500円(友の会4,100円)

チ ケ ッ ト  全 席 指 定

午後６時30分開演
大ホール

♪｢ココロの学校｣は、谷村さんが｢ココロの校長｣となって、学
　びたい人のもとへと出かけていく移動学校です。｢音で始ま
　り、歌で始まる｣をテーマに、音を肌で感じるライブと、心に
　響く温かいトークを繰り広げます。

※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

谷村新司

●ビリーバンバンコンサート in 那須野が原●ビリーバンバンコンサート in 那須野が原

日時・会場 １月22日(日)

※入場は就学児以上

チ ケ ッ ト 全 席 指 定
Ｓ 4,000円(友の会  3,600円)
Ａ 3,000円(友の会  2,700円)

午後３時開演
大ホール

♪菅原孝・進の二人による兄弟デュオ。いつも変らぬ新鮮
　な感動を呼び起こしてくれる『ビリーバンバン』の世界を
　お楽しみください。

尺八：
藤原道山

マリンバ：
SINSKE

●ニューイヤー・コンサートシリーズ④
　藤原道山×SINSKEコンサート2012
●ニューイヤー・コンサートシリーズ④
　藤原道山×SINSKEコンサート2012

日時・会場 １月28日(土)
午後３時開演／大ホール

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

一般  2,800円(友の会  2,600円)
学生  1,500円

●ゲスト　江戸信吾（箏）、帯名久仁子（箏）

ビリーバンバンビリーバンバンビリーバンバン

※入場は就学児以上とさせていただきます。

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場 ２月５日(日)

●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～●現代狂言～狂言とコントが結婚したら～

こんな“お笑い”見たことない　狂言とコントのシアワセ
な結婚！？狂言師・野村万蔵と「ウッチャンナンチャン」の
南原清隆の企画による現代狂言です。

午後６時30分開演／大ホール

【出演】  南原清隆、野村万蔵、佐藤弘道、野々村真 ほか　　

大人  4,000円(友の会  3,600円)
学生  2,000円

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

南原清隆 野村万蔵南原清隆 野村万蔵南原清隆 野村万蔵

●谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　kokoro ♥ school “ココロの学校”
　～音で始まり、歌で始まる～



イルミネーション

金 賞金 賞

銀 賞銀 賞

齋藤　博之『祈り』齋藤　博之『祈り』

髙橋　忍『みんなの灯』髙橋　忍『みんなの灯』

受
賞
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す
!!

　

第
10
回
｢み
ん
な
で
飾
ろ
う
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
｣

を
開
催
。
14
件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
員
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、

各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
規
模
で
は
な

く
、
テ
ー
マ
や
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
が
重
視
さ
れ
、
今
年
は
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
て
、
節
電
の
た
め
の
工
夫
も
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
で
は
、
復
興
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら

れ
、
節
電
の
工
夫
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
や
飾
り
付
け
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

■問い合わせ
　商工観光課商業振興係
　　　（２３）８７０９

みんなで飾ろう
イルミネーション・コンテスト
みんなで飾ろう
イルミネーション・コンテスト第10回第10回

平成24年１月１日号 20平成24年１月１日号 20



お知らせ

　

高
齢
者
の
か
か
る
肺
炎
の
多
く
が
、
肺

炎
球
菌
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
肺
炎
球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
型
が

あ
り
、
そ
の
中
で
も
感
染
す
る
機
会
の
多

い
23
種
類
の
型
に
対
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
肺
炎
球
菌
が
引
き
起
こ
す
呼
吸

器
感
染
症
の
ほ
か
、
副
鼻
腔
炎
、
中
耳
炎
、

髄
膜
炎
な
ど
の
予
防
効
果
も
あ
り
ま
す
。

効
果
と
副
反
応

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種      

後
１
か
月
で
抗
体
価
が
も
っ
と
も
高
く
な

り
そ
の
後
４
年
間
は
あ
ま
り
低
下
せ
ず
、

５
年
目
以
降
も
効
果
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　

副
反
応
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
に
安
全
性
は
高
く
重

篤
な
副
反
応
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
よ
く

み
ら
れ
る
反
応
は
、
注
射
部
位
の
発
赤
、

か
ゆ
み
、
腫
れ
、
軽
い
発
熱
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
大
田
原
市
民
で
接
種
当
日
70
歳
以
上
の
方

※

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

　

５
年
以
上
経
過
し
た
方
も
医
師
の
判
断

　

で
再
接
種
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

助
成
は
１
人
１
回
の
み
と
し
ま
す
。

●
実
施
場
所　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

●
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
額

　

４
０
０
０
円

※

接
種
費
用
は
本
来
７
５
０
０
円
か
か
り

　

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
３
５
０
０
円
を
市

　

が
負
担
し
ま
す
。

※

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
、

　

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
接
種
方
法

①
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
健
康

　

政
策
課
健
康
危
機
対
策
係
ま
た
は
各
支

　

所
、
出
張
所
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
券
」
が
そ

　

の
場
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
接
種
日
を

　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療
機
関
で
受
け

　

る
と
き
は
、
事
前
に
健
康
政
策
課
健
康

　

危
機
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
を
受
け
る
と
き
持
参
す
る
も
の

　
「
肺
炎
球
菌
接
種
券
」
、
「
保
険
証
」

※

予
診
票
は
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
行
政
措
置
に

　

よ
る
任
意
の
予
防
接
種
で
す
が
、
国
が

　

認
め
た
健
康
被
害
が
起
き
た
と
き
は
、

　
「
大
田
原
市
予
防
接
種
事
故
災
害
規
則
」

　

に
基
づ
き
対
処
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）
８
９
７
５

70
歳
以
上
の
方
対
象

肺
炎
球
菌
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

※ 受診する際は、事前に医療機関に連絡をしてください。
【 大田原市内の肺炎球菌予防接種実施医療機関 】

湯津上

黒　

羽

大　

田　

原

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
池永腎内科クリニック
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
齋藤内科医院
だいなリハビリクリニック
高橋医院
高橋外科医院
長嶋医院
那須中央病院
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
山の手岡くりにっく
渡辺整形外科医院
増山医院
磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
町島200-8
浅香3-3711
住吉町2-7-3
浅香3-3-9
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-256
新富町3-4-18
紫塚3-2633-10
滝沢355
住吉町1-11-20
下石上1246
下石上1453
元町1-2-14
野崎2-7-14
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
山の手2-21-10
浅香1-4-3
佐良土861
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２４）７０７０
（２２）２６０１
（２３）１１２２
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２２）６１１５
（２０）３１０２
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２９）００５０
（２９）２１２１
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２０）２２５１
（２２）７５８３
（９８）２００８
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７

地区 医療機関名 所在地 電話番号

★

　　齋藤　博之

★

　　髙橋　　忍

★

　　和久　英雄

　　小泉　芳一

　　佐藤ちはる

★

　　 藤田　告志

　　後藤美奈子

　　鈴木千恵美

　　江連由紀子　

　　TBC学院 国際自動車・

         ﾋﾞｭｰﾃｨ専門学校

　　大田原赤十字病院

　　　新築工事事務所

　　志賀　武人

★

　　なかがわ水遊園

　　那須野が原ハーモニーホール

　　　　　　　　　　

　　

★

　　齋藤　博之

★

　　髙橋　　忍

★

　　和久　英雄

　　小泉　芳一

　　佐藤ちはる

★

　　 藤田　告志

　　後藤美奈子

　　鈴木千恵美

　　江連由紀子　

　　TBC学院 国際自動車・

         ﾋﾞｭｰﾃｨ専門学校

　　大田原赤十字病院

　　　新築工事事務所

　　志賀　武人

★

　　なかがわ水遊園

　　那須野が原ハーモニーホール

　　　　　　　　　　

　　

イルミネーションコンテスト
入賞者
イルミネーションコンテスト
入賞者

佳　作佳　作

金　賞金　賞

銀　賞銀　賞

銅　賞銅　賞

特別賞特別賞

（末広３）

（黒羽向町）

（花園）

（羽田）

（富池）

（浅香３）

（黒羽向町）

（桧木沢）

（末広３）　　

（紫塚２）

（中田原）

（実取）

（佐良土）

（本町１）

　　

（末広３）

（黒羽向町）

（花園）

（羽田）

（富池）

（浅香３）

（黒羽向町）

（桧木沢）

（末広３）　　

（紫塚２）

（中田原）

（実取）

（佐良土）

（本町１）

　　

佐藤ちはる『星に願いを』佐藤ちはる『星に願いを』

那須野が原ハーモニーホール『こどもたちのクリスマス』那須野が原ハーモニーホール『こどもたちのクリスマス』なかがわ水遊園『LIGHT  AQUARIO』なかがわ水遊園『LIGHT  AQUARIO』

菊池　恵子（大田原市くらしの会会長）
和田　修司（佐久山小学校PTA会長）
木下　淳一（湯津上小学校PTA会長）
川嶋　宣由（須賀川小学校PTA副会長）
永山　　林（大田原市副市長）

【審査員（敬称略）】
吉岡　博美（大田原市観光協会副会長）
本多　房雄（大田原商工会議所事務局長）
髙橋　敏明（湯津上商工会）
川股　康洋（黒羽商工会）

銅　賞銅 賞銅 賞

銅　賞銅 賞銅 賞

和久　英雄『夢ボックス』和久　英雄『夢ボックス』

銅　賞銅 賞銅 賞

小泉　芳一
『冬の風物詩 ( イルミネーション ) 羽田』

小泉　芳一
『冬の風物詩 ( イルミネーション ) 羽田』

特別賞特別賞特別賞特別賞

平成24年１月１日号21 平成24年１月１日号21

（敬称略）（敬称略）



平成24年１月１日号 22

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

11月９日・14日  防火パレード
（９日  大田原地区・14日  黒羽地区）

秋季全国火災予防運動の一環として、幼年消
防クラブ(ひかり幼稚園児・黒羽幼稚園児)と
各地区女性防火クラブの皆さんが火災予防啓
発のためのパレードを行いました。ひかり幼
稚園と黒羽幼稚園の園児が鼓笛隊を編成。子
どもたちは、太鼓やタンバリンのリズムに合
わせて、元気に防火パレードを実施しました。

11月５日  大野放牧場全頭収牧
（大野放牧場）  

市役所湯津上庁舎北側にある市営大野放牧場で、
５月から放牧されている牛の全頭収牧が行われ
ました。牛たちは仲間とともに駆け回った思い
出のたくさん詰まった牧場が恋しいのか、なか
なか帰ろうとしませんでしたが、無事に所有者
の元に大切に送り届けられました。

11月22日  蛭田小 グラウンド・ゴルフ交流
（蛭田ほほえみセンター）

蛭田小学校スポーツクラブの児童14名が、グ
ラウンドゴルフを通じて地元のお年寄りたち
と交流。児童たちは日ごろなかなか行わない
スポーツにはじめは悪戦苦闘していましたが、
お年寄りの皆さんに丁寧に教えてもらい、楽
しい交流の時間を過ごしました。

11月４日～６日  第16回全国竹芸展
（那須与一伝承館  多目的ホール）

全国の竹芸愛好家から応募のあった１３１点
の力作が一堂に展示されました。優れた作品
には賞が授与され、今回は４年ぶりに、最高
賞である最優秀賞に本市の方が輝きました。
主な受賞者は次の方々です。
●最優秀賞(文部科学大臣賞)
　内藤節子さん(大田原市)
●優秀賞(栃木県知事賞)
　渡辺千明さん(新潟県佐渡市)

ひかり幼稚園ひかり幼稚園

くろばね幼稚園くろばね幼稚園

最優秀賞  内藤節子さん作『亀甲編盛籃』最優秀賞  内藤節子さん作『亀甲編盛籃』
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